
左
川
ち
か
を
探
し
て
（
１
）
左
川
ち
か
「
硝
子
の
道
」
と
藤
村
青
一
「
淡
水
と
気
温
」 

 

（
島
田 

龍
） 

 
硝
子
の
道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

左
川
ち
か 

 

飾
窓
が
廻
轉
し
て
ゐ
る
。
花
束
は
外
套
の
う
へ
に
あ
る
。
リ
ン
ゴ
は
屋
根
か
ら
屋
根
へ
と
こ
ろ
が
つ
て

ゐ
る
。
自
動
車
は
ド
ア
の
前
で
止
る
。
そ
こ
を
通
る
も
の
は
す
べ
て
街
路
か
ら
一
呎
位
空
中
を
浮
い
て
ゐ

る
。
さ
う
だ
、
婦
人
等
は
ぶ
ら
下
つ
て
ゐ
る
。
常
に
見
え
な
い
紐
に
よ
つ
て
釣
り
上
け
ら
は
、
ま
た
は
お

互
に
引
き
合
つ
て
ゐ
る
の
だ
。 

 

廣
告
塔
か
ら
夜
が
と
び
降
る
。
灯
が
く
だ
け
て
青
と
赤
の
ガ
ラ
ス
の
破
片
と
な
つ
て
散
つ
て
ゐ
る
。
切

斷
さ
れ
な
が
ら
、
歪
ら
れ
な
が
ら
混
雜
し
た
街
の
傾
斜
面
の
一
部
は
か
は
る
が
は
る
〲
現
は
れ
て
走
り
去

る
。
夜
の
鳥
は
そ
の
羽
毛
を
一
枚
づ
ゝ
ま
き
ち
ら
し
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
か
？ 

空
氣
を
羽
摶
き
つ
ゝ
、

軟
い
羽
毛
が
一
時
に
飛
翔
す
る
た
め
に
全
部
の
あ
か
り
を
覆
つ
て
し
ま
ふ
の
で
ぼ
ん
や
り
と
し
た
ラ
ン
プ

が
街
路
を
充
す
。 

 

フ
ル
ウ
ツ
パ
ア
ラ
ア
は
果
實
か
ら
發
散
す
る
甘
い
濕
氣
で
煙
の
中
に
沈
ん
で
ゐ
る
や
う
に
形
が
は
つ
き

り
わ
か
ら
な
い
。
お
ゝ
‼ 

私
で
な
い
私
。
扉
に
近
よ
る
の
を
つ
き
の
け
て
出
て
來
る
私
。
黒
い
手
袋
。

ブ
ロ
オ
チ
の
紫
水
晶
。
す
つ
か
り
私
を
眞
似
た
幾
人
か
ゞ
樹
木
の
や
う
に
映
つ
て
は
搖
れ
る
。
搖
れ
る
。

ど
れ
が
ほ
ん
と
う
の
私
な
の
か
わ
か
ら
な
く
な
る
ま
で
。
幻
の
鏡
。
不
思
議
な
道
。
一
本
の
指
先
き
が
硝

子
窓
に
觸
れ
た
時
、
そ
の
向
ふ
側
の
メ
ロ
ン
は
た
や
す
く
突
き
刺
す
こ
と
が
出
來
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 

  
 

淡
水
と
氣
温 

―

左
川
ち
か
女
に
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
村
青
一 

  

ぼ
く
の
顏
は
冷
た
い
か
し
ら
。
道
理
、
顔
に
は
小
川
が
さ
ら
さ
ら
流
れ
て
ゐ
る
。 

 

あ
の
水
脈

み

を

の
靑
さ
に
浮
沈
す
る
枯
葉
の…

…

。 

 

魚
の
や
う
に
後
退
す
る
ぼ
く
。
ぼ
く
の
鰭
は
悲
し
く
顫
へ
て
。 

 

ぼ
く
の
枯
葉
の
あ
の
ぼ
く
は
放
浪
の
身
、
河
底
に
全
く
沈
む
身
。
沈
む
だ
ぼ
く
を
拾ひ

ろ

つ
て
お
く
れ
。 

 

あ
の
そ
れ
は
水
母

く

ら

げ

の
き
み
。 

 

き
み
は
檢
温
器
の
き
み
、
ぼ
く
の
身
體
に
折
れ
て
く
る
。 

 

き
み
の
指
は
水
銀
の
き
み
の
指
、
ぼ
く
の
紋
理
へ
押
し
て
く
る
。 

  

き
み
は
滴
り
お
ち
る
、
き
み
は
雫
。
雫
の
き
み
は
ぼ
く
の
方
へ
歩
ん
で
く
る
よ
。 

 

き
み
は
硝
子
の
聖
母

ま
ど
ん
な

の
き
み
よ
。
き
み
は
絹
糸
を
吐
い
て
生
き
て
ゐ
る
。 

 

そ
れ
は
哀
愁
の
透
明
に
罩
る
水
泡

み

な

は

と
な
つ
て
。 

 

い
や
、
い
や
、
き
み
は
固
く
小
さ
い
眞
珠
貝
の
な
か
の
真
珠
。
さ
う
よ
、
屹
度
。 

   

雲
ま
た
雲
が
き
み
を
か
く
し
、
雲
ま
た
雲
が
ぼ
く
を
か
く
し
。
雲
ま
た
雲
が
き
み
を
す
ぼ
め
雲
ま
た
雲



が
ぼ
く
を
す
ぼ
め
ー
る
と
、
き
み
は
身
を
整
理

と

と

の

へ
る
小
鳥
の
や
う
に
。 

 

雲
ま
た
雲
が
ぼ
く
を
便
乘
す
る
。
と
、
き
み
は
雲
ま
た
雲
に
投
影
す
る
。
と
、
き
み
の
方
へ
。 

  

さ
う
し
て
僕
も
飛と

翔ぶ

ぶ
の
よ
、 

 

浮
氣
者
の
蒲
公
英

た

ん

ぽ

ぽ

で
あ
る
の
よ
、 

 

沈
潜
す
る
白
日

ひ

る

の
夢
で
あ
る
の
よ
、 

  

微
か
に
點
る
浮
燈
蕊 

 

胸
の
揺
曳

ゆ

ら

ぐ
影
の
邊
り
の
小
匣
の
内
の
童
話

め
る
へ
ん

の
内
の
王
子
の
寢べ

床つ
と

を
走
る
水
色
の
油
虫
だ
よ
。 

 

忍
び
よ
る
宮
殿
の
窓
帷

か
あ
て
ん

に
懸
垂
す
る
蛭
の
き
み
は
王
女
よ
。 

 

け
れ
ど
も
、
え
え
知
つ
て
ゐ
ま
す
と
も
。
ぼ
く
は…

…

。 

 

き
み
は
閉
る
き
み
の
部
屋
の
な
か
の
化
粧
室
で
の
嚴
し
い
身
構
へ
を
。 

 

き
み
を
捕
へ
た
ぼ
く
の
あ
は
れ
。
ぼ
く
の
掌
に
手
應
へ
し
た
『
哀
し
き
玩
具
』
と
は
何
？
拳
銃

ぴ
す
と
る

。 

 

ぼ
く
の
鏡
張
り
の
胸
板
を
目
懸
け
て
ゐ
る
き
み
の
現
身

う
つ
そ
み 

 

ド
ン
‼
ぼ
く
は
鏡
の
罅ひ

び

で
絞
る
光
榮
で
あ
る
の
で
す
。
水
の
澪
れ
る
音
が
し
て
、
き
み
の
後
姿
に
陷
ち

こ
む
も
の
は
誰
れ
。 

  

金
の
勳
章
。 

 

銀
の
勳
章
。 

 
―

ぼ
く
は
孰
方
を
擇
ば
ね
ば
な
ら
な
い
の
。 

 

ぼ
く
の
き
み
は
ぼ
く
の
胸
を
、
も
の
の
見
事
に
射
つ
て
ゐ
る
。 

 

ぼ
く
の
通
風
。
空
虚

う

つ

ろ

に
敷
か
れ
た
星
座
が
光
つ
て
ゐ
る
。 

 

ち
か
、
ち
か
、
光
る
鱗
片
の
牽
制
。
あ
の
ぼ
く
の
胸
か
ら
上の

ぼ

つ
て
ゆ
く
水
泡

み

な

は

の
墓
標
は
た
だ
、
そ
れ
。 

 

銀
の
お
月
様
ひ
と
つ
。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 

 

左
川
ち
か
「
硝
子
の
道
」
は
、
一
九
三
二
年
五
月
一
日
発
行
の
『
関
西
文
藝
』
第
八
巻
第
五
号
に
発
表
。

初
出
以
後
、
長
く
埋
も
れ
存
在
さ
え
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
今
回
、
八
六
年
ぶ
り
に
日
の
目
を
見
る
。

「
釣
り
上
け
ら
は
」
な
ど
誤
植
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
そ
の
ま
ま
表
記
し
て
い
る
。 

藤
村
青
一
「
淡
水
と
気
温―

左
川
ち
か
女
に
ー
」
は
、
一
九
三
二
年
七
月
一
五
日
発
行
の
『
仮
説
』
第



二
輯
に
発
表
。
第
一
詩
集
『
保パ

ウ

羅ロ

』（
近
代
の
苑
社
、
一
九
三
二
年
九
月
）
に
収
録
。
本
文
は
『
保
羅
』
版

に
拠
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 

 

一
九
三
〇
年
八
月
、
詩
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
左
川
ち
か
は
、
三
二
年
夏
に
は
翻
訳
を
中
断
。
創
作
詩
に

集
中
す
る
。
同
年
五
月
一
五
日
、
ア
ル
ク
イ
ユ
の
ク
ラ
ブ
発
行
の
『
マ
ダ
ム
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
』
第
一
冊
巻

頭
に
「
白
と
黒
」
を
発
表
。
同
誌
は
彼
女
の
詩
才
を
早
く
に
見
出
し
た
北
園
克
衛
に
よ
る
。
ち
か
の
存
在

は
『
マ
ダ
ム
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
』
の
中
心
的
位
置
を
占
め
て
い
た
。 

「
白
と
黒
」
と
同
月
発
表
の
「
硝
子
の
道
」
は
、
そ
の
よ
う
な
充
実
し
た
詩
作
の
時
期
を
迎
え
る
端
緒

と
も
い
え
る
作
品
の
一
つ
だ
。
モ
ダ
ン
な
都
市
の
風
物
を
彩
る
言
葉
と
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
が
連
鎖
し
、
前

衛
絵
画
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
最
後
の
一
行
に
至
る
ま
で
、
そ
の
表
現
は
彼
女
ら
し
く
、
読
み
手

の
想
像
を
膨
ら
ま
せ
る
詩
だ
。 

『
関
西
文
藝
』
は
、
畑
山
茂
、
和
田
隆
、
草
西
正
夫
、
小
谷
二
十
三
ら
が
、
一
九
二
五
年
三
月
に
創
刊

し
た
月
刊
文
芸
誌
で
あ
る
。
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
、
当
該
八
巻
五
号
ま
で
。
編
輯
兼
発
行
人
は
当

初
は
畑
山
義
茂
（
畑
山
茂
）。
当
該
号
で
は
山
中
富
美
郎
。
発
行
所
は
大
阪
市
の
関
西
文
藝
協
会
。
大
阪
市

の
堂
ビ
ル
（
堂
島
ビ
ル
）
内
の
中
山
文
化
研
究
所
で
毎
月
例
会
を
開
い
て
い
た
。
同
会
の
機
関
誌
と
な
る

本
誌
に
は
、
会
員
に
限
定
せ
ず
、
小
説
・
戯
曲
・
詩
・
短
歌
・
俳
句
・
翻
訳
・
短
評
な
ど
を
広
く
掲
載
。

三
〇
年
五
月
に
畑
山
ら
は
、
関
西
新
興
文
藝
協
会
を
発
展
的
に
結
成
し
て
い
る
。 

著
名
な
執
筆
者
と
し
て
は
、
薄
田
泣
菫
、
小
出
楢
重
、
豊
島
与
志
雄
、
江
口
章
子
、
百
田
宗
治
、
木
下

杢
太
郎
、
馬
場
胡
蝶
、
新
村
出
、
直
木
三
十
五
、
滝
川
幸
辰
、
正
岡
容
、
林
房
雄
、
倉
田
啓
明
、
生
田
花

世
、
内
藤
辰
雄
、
北
川
冬
彦
、
井
東
憲
、
舟
橋
聖
一
、
堀
辰
雄
、
北
園
克
衛
ら
の
名
が
見
え
る
。
時
評
・

座
談
会
な
ど
で
関
西
文
壇
の
広
範
な
営
為
を
記
録
す
る
一
方
で
、
執
筆
陣
の
顔
ぶ
れ
か
ら
も
バ
ラ
エ
テ
ィ

豊
か
な
雑
誌
の
傾
向
が
窺
わ
れ
る
。『
関
西
文
藝
』
の
研
究
の
進
展
が
今
後
期
待
さ
れ
る
。 

当
該
号
に
休
刊
の
文
言
は
な
い
。
た
だ
編
集
後
記
は
、「
本
號
か
ら
異
色
あ
る
方
向
へ
動
い
て
ゐ
る
こ
と

が
見
出
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
元
気
一
杯
の
編
輯
部
は
色
々
の
光
彩
あ
る
計
画
を
孕
ん
で
出
版
し
て
ゐ
る
の

で
。
御
声
援
を
乞
ふ
。」
と
結
ば
れ
て
い
る
。 

詩
特
集
で
は
、
前
号
に
「
済
」
を
寄
せ
た
藤
村
青
一
の
「
温
室
の
保
護
法
案
」
を
掲
載
。
当
該
号
に
詩

を
掲
載
し
た
の
は
、
ち
か
を
入
れ
て
十
数
人
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
藤
村
青
一
と
関
わ
り
あ
る
人

物
だ
。
具
体
的
に
は
、
藤
村
が
同
時
期
に
編
輯
・
発
行
に
携
わ
っ
て
い
た
『
詩
使
徒
』（
二
九
～
三
二
年
、

詩
使
徒
社
）
や
『
仮
説
』（
三
二
年
、
仮
説
発
行
所
、
編
集
人
本
多
宅
盛
・
発
行
人
木
谷
哲
莉
）、『PEP

EE

』

（
三
三
年
、
ぺ
え
ぺ
え
発
行
所
）、
に
作
品
を
寄
せ
て
い
た
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
瀬
古
貞
治
、
勢
山
索
太
郎
、

妻
絹
子
、
広
川
仁
四
郎
、
浜
田
晴
美
、
黒
島
黒
、
本
多
宅
盛
、
木
谷
哲
莉
、
河
東
茂
生
な
ど
、
関
西
在
住

と
思
わ
れ
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
系
の
詩
人
だ
。『
関
西
文
藝
』
で
の
大
量
掲
載
は
、
藤
村

の
手
引
き
に
よ
る
も
の
と
み
て
間
違
い
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
本
誌
の
「
異
色
あ
る
方
向
」
が
途
絶
し
た
こ

と
が
惜
し
ま
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 

 

藤
村
青
一
は
一
九
〇
八
年
に
大
阪
で
生
ま
れ
（
左
川
ち
か
の
三
歳
年
上
）
、
三
一
年
に
関
西
学
院
大
学
を

卒
業
（
竹
中
郁
の
三
年
後
輩
）
は
、
三
三
年
に
詩
集
『
保
羅
』
（
近
代
の
苑
社
）
を
刊
行
す
る
。
当
時
活

発
に
活
動
し
て
い
た
関
西
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
人
の
一
人
で
あ
る
。
ち
か
と
は
、
東
京
中
野
の
百
田
家
で
知
り

合
っ
た
ら
し
く
（
小
野
夕
馥
氏
宛
の
藤
村
書
簡
に
よ
る
）
、「
硝
子
の
道
」
か
ら
二
か
月
後
の
三
二
年
七
月

に
『
仮
説
』
に
発
表
し
た
詩
「
淡
水
と
気
温
」
を
「
左
川
ち
か
女
に
」
捧
げ
て
い
る
。 

三
六
年
一
月
の
ち
か
の
死
直
後
、
村
野
四
郎
「
碑
銘―

左
川
ち
か
子
氏
の
た
め
に
ー
」（『
書
窓
』
二
巻



六
号
、
三
六
年
四
月
、『
海
盤
車
』
五
巻
二
一
号
で
改
作
、
三
六
年
六
月
）
、
打
和
長
江
「
黒
縁
の
写
真
」

（『
北
陸
毎
日
新
聞
』
三
六
年
四
月
八
日
）
な
ど
の
追
悼
詩
が
詠
ま
れ
て
い
る
。 

存
命
中
の
彼
女
を
モ
デ
ル
に
し
た
と
思
わ
れ
る
詩
は
、
伊
藤
整
が
「
林
檎
園
の
六
月
」（『
雪
明
り
の
路
』

椎
の
木
社
、
二
六
年
）、「
言
葉
」「
雲
雀
」（
と
も
に
第
二
次
『
椎
の
木
』
二
巻
六
号
、
二
九
年
五
月
）
な

ど
数
篇
を
残
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
モ
デ
ル
で
あ
っ
て
、
ち
か
を
謳
い
詩
篇
を
捧
げ
た
も

の
で
は
な
い
（
拙
稿
「
詩
人
の
誕
生―

初
期
伊
藤
整
文
学
と
川
崎
昇
・
左
川
ち
か
兄
妹
」、『
立
命
館
大
学

人
文
科
学
研
究
所
紀
要
』
一
一
八
号
、
二
〇
一
九
年
一
月
予
定
）。
生
前
の
ち
か
へ
「
硝
子
の
聖
母
の
き
み

よ
」
と
呼
び
か
け
、「
ち
か
、
ち
か
、
光
る
鱗
片
の
牽
制
。
あ
の
ぼ
く
の
胸
か
ら
上
つ
て
ゆ
く
水
泡
の
墓
標

は
た
だ
、
そ
れ
。」
と
、
特
別
な
思
い
を
謳
っ
た
詩
は
、
藤
村
青
一
の
詩
篇
が
唯
一
で
あ
る
。 

詩
人
左
川
ち
か
は
、
同
郷
の
伊
藤
整
の
緻
密
な
戦
略
に
よ
っ
て
主
知
的
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
人
と
し
て
鮮
烈

に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
父
の
い
な
か
っ
た
ち
か
を
娘
の
よ
う
に
面
倒
を
み
た
百
田
宗
治
と
、
文
学
上
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
な
る
北
園
克
衛
と
の
出
会
い
で
大
き
く
飛
躍
す
る
。
そ
し
て
崇
拝
者
に
藤
村
青
一
が
い
た
こ
と

は
彼
女
に
と
っ
て
幸
い
し
た
か
も
し
れ
な
い
。 

藤
村
は
北
園
克
衛
と
交
友
関
係
に
あ
り
、
一
九
三
二
年
に
は
第
三
次
『
椎
の
木
』
に
同
人
と
し
て
参
加
。

三
四
年
に
は
『
レ
ス
プ
リ
・
ヌ
ウ
ボ
オ
』（
ボ
ン
書
店
）
に
参
加
す
る
な
ど
、
彼
女
と
の
文
学
上
の
接
点
も

少
な
く
な
い
。
左
川
ち
か
と
『
関
西
文
藝
』
と
の
直
接
的
な
繋
が
り
は
不
明
で
あ
る
が
、
前
号
に
執
筆
し

て
い
る
北
園
克
衛
か
藤
村
青
一
、
と
り
わ
け
藤
村
に
紹
介
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 

 

『
マ
ダ
ム
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
』
を
始
め
と
す
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
誌
の
最
前
線
に
い
た
左
川
ち
か
で
あ
っ
た

が
、
次
第
に
地
方
発
行
の
詩
誌
や
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
に
限
定
さ
れ
な
い
文
芸
雑
誌
に
も
執
筆
を
始
め
、
活
動

の
幅
を
広
げ
て
い
っ
た
。
地
方
詩
誌
へ
の
執
筆
に
関
し
て
は
、
三
二
年
六
月
、『
海
盤
車
』（
横
浜
）
発
表

の
「
風
」
が
最
初
期
の
も
の
で
、
三
三
年
夏
以
降
、『
女
人
詩
』（
高
岡
）・『
呼
鈴
』（
浜
松
）
な
ど
へ
本
格

化
す
る
と
稿
者
は
考
え
て
い
た
。『
関
西
文
藝
』
は
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
り
、
現
在
確
認
で
き
る
初
め
て
の
地

方
雑
誌
で
あ
り
、
詩
業
発
表
の
場
所
が
多
角
化
し
て
い
く
さ
き
が
け
と
い
う
位
置
付
け
が
で
き
よ
う
。 

こ
の
後
、
阪
神
間
の
投
稿
誌
に
ち
か
の
作
品
が
散
見
す
る
よ
う
に
な
る
。『
闘
鶏
』（「
プ
ロ
ム
ナ
ア
ド
」、

三
四
年
二
月
、
神
戸
）、『
海
盤
車
』（
「
落
魄
」、
三
四
年
一
二
月
、
こ
の
と
き
は
神
戸
、
以
後
も
三
篇
寄
稿
）、

『
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
』（
随
筆
「
春
・
色
・
散
歩
」、
三
五
年
二
月
、
芦
屋
）
な
ど
で
あ
る
。
関
西
文
壇
と
の

繋
が
り
は
、
崇
拝
者
藤
村
青
一
と
の
縁
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
想
像
す
る
の
も
面
白
い
。
今
後
も
関
西

の
雑
誌
か
ら
、
知
ら
れ
ざ
る
左
川
ち
か
の
作
品
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。 

『
関
西
文
藝
』
は
関
西
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
。
今
回
の
資
料
閲
覧
・
掲
載
に
あ
た
っ
て
多
大
な
る
協

力
を
得
た
。
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。 
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